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会長あいさつ

開かれた県庁を目指して、県展入賞作品を県庁内に展示しています。

長崎県文化団体協議会 会長
長崎県知事

中 村 法 道

長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
加
盟
団
体
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
の
推
進
役
と
し
て
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

当
協
議
会
は
、
昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
一
貫
し
て
加

盟
文
化
団
体
と
と
も
に
地
域
文
化
の
振
興
の
た
め
活
動
し
、
本
県

の
文
化
芸
術
振
興
、
人
材
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
文
化
芸
術
活

動
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、
文
化
芸
術
に
は
、
豊
か
な

人
間
性
を
養
う
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
に
潤
い
を
も
た

ら
す
大
き
な
力
が
あ
る
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
、「
新
た
な
日
常
」
に
お
け
る
文
化
芸

術
活
動
に
対
し
て
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
令
和
7
年
度
に

誘
致
を
目
指
す
「
国
民
文
化
祭
・
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」

に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
地
元
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
、
県
民
の

皆
様
の
機
運
醸
成
や
受
入
体
制
の
整
備
、
文
化
団
体
の
基
盤
強

化
な
ど
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
本
県
の
特
色
あ
る
歴
史
や
文
化
、
芸
術
を
活
か
し
て
地

域
や
人
が
つ
な
が
り
、
支
え
あ
う
長
崎
県
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
長
崎

県
内
で
も
、
社
会
生
活
全
般
が
大
き
な
影

響
を
受
け
、
我
々
が
関
係
す
る
文
化
活
動

で
も
、
多
く
の
公
演
、
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

地
域
の
伝
統
行
事
、
お
祭
り
な
ど
も
、
ほ

と
ん
ど
中
止
に
な
り
ま
し
た
。「
人
が
集

ま
る
事
」
が
前
提
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、「
中
止
」
さ
れ

た
の
は
、
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
年

に
一
度
し
か
な
い
発
表
の
場
が
な
く
な
り
、

と
て
も
残
念
な
思
い
の
関
係
者
も
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
私
は
、
地
元
の
音
楽
団

体
や
音
楽
家
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
県
音

楽
連
盟
の
理
事
長
も
務
め
て
い
ま
す
が
、

地
元
の
音
楽
家
の
多
く
が
、
コ
ロ
ナ
の
た

め
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止
に
な
っ
た
り
、

音
楽
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
文

化
振
興
課
と
も
協
力
し
、
国
の
助
成
策
も

活
用
す
る
形
で
、
N
B
C
ラ
ジ
オ
で
、
地

元
音
楽
家
の
演
奏
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
番
組
「
心
を
つ
な
ぐ
音
楽
の
贈
り
物
」

を
、
約
6
ヶ
月
間
放
送
し
、
出
演
者
に
も
、

ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
人
に
も
喜
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

「蝶々夫人名曲集＆長崎のウタ」コンサート　12/10長崎ブリックホール公演

ま
た
、
12
月
に
は
、
文
化
庁
の
支
援
事

業
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
イ
ブ
・
エ
ー
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
長
崎

O
M
U
R
A
室
内
合
奏
団
と
と
も
に
、

長
崎
、
佐
世
保
、
大
村
の
3
ヶ
所
で

「
蝶
々
夫
人
名
曲
集
＆
長
崎
の
ウ
タ
」
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
国
の
指
針
を
遵
守
し
て
の
感

染
対
策
〜
マ
ス
ク
、
検
温
、
消
毒
、
来
場

者
の
氏
名
把
握
、
入
場
者
数
の
制
限
〜
な

ど
を
、
き
っ
ち
り
対
応
し
ま
し
た
。（
写
真

参
照
）

と
は
言
え
、
幸
い
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
長
崎
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
て
、
そ
の

あ
と
に
予
定
さ
れ
て
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
う
い
う

時
代
、
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
「
発

表
の
場
」
を
と
い
う
事
で
、
長
崎
県
の
呼

び
か
け
で
、
初
め
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
、
実
行

委
員
と
し
て
、
運
営
に
関
わ
っ
た
も
の
の
、

我
々
「
昭
和
世
代
」
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」

と
言
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
湧
か
ず
、
半
信
半
疑
で
し
た
が
、

集
ま
っ
た
「
作
品
」
を
見
て
、
認
識
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
私
は
、「
音
楽
部
門
」

の
審
査
に
も
当
た
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

「
作
品
」
が
、
演
奏
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

映
像
処
理
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
と
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
て
、
ま
さ
に
「
新
し
い
、

今
の
時
代
の
表
現
」
と
、
感
心
、
感
動
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
も
、
何
ら
か

の
形
で
活
か
し
た
い
「
表
現
手
段
」
で
す
。

こ
う
い
う
中
、
県
は
、
4
年
後

（
2
0
2
5
年
）
に
、「
国
民
文
化
祭
」
を
、

長
崎
県
に
誘
致
す
る
意
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
「
国
体
」
に
比
べ
て
、

県
民
の
関
心
が
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

長
崎
県
の
「
文
化
的
行
事
」
と
し
て
は
、

か
つ
て
な
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
年
か
ら
、
4
年
後
に
向

け
て
、
県
下
全
域
で
、
気
運
を
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
、
状
況
は
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん

が
、
一
日
も
早
く
、
安
心
、
安
全
に
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
「
文
化
的
な
日
常
」
が

戻
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、「
次
の
目
標
」
に

向
け
た
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
、
今
年
の

「
文
団
協
」
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

「
次
の
目
標
」に
向
か
っ
て
、

動
き
始
め
る
年
に
！

副会長　
河 野 英 雄
（長崎交響楽団　理事長）

長崎県文化団体協議会

令和２年度 活動報告
令和2年  6 月12日 協議会（書面決議）
  6 月27日 第48回長崎県新人演奏会【中止】
  7 月 1 日 総会（書面決議）
  9 月 4 日 県へ国民文化祭誘致の要望書提出
 10月10日 Museum Concert 2020 ～フランス音楽の香り～

令和3年  1 月 7 日 ニューイヤーコンサート2021【中止】
  1 月 7 日～31日 第16回長崎県選抜作家美術展
  長崎会場、佐世保会場、南島原市会場
  3 月13日～14日 第48回長崎県新人演奏会オーディション
  3 月20日 厳原中学校吹奏楽クリニック＆ミニコンサート
  3 月21日 長崎ＯＭＵＲＡ室内合奏団対馬コンサート2021国文祭誘致の要望書提出

Museum Concert 2020 Museum Concert 2020（記念写真）　 ニューイヤーコンサート2021 【中止】 第16回長崎県選抜作家美術展

厳原中学校吹奏楽クリニック（記念写真） ミニコンサート（記念写真）

（左・上）長崎ＯＭＵＲＡ室内合奏団　対馬コンサート2021
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第
29
回 

長
崎
県
美
術
協
会
書
部
代
表
作
家
展

第
13
回 
日
韓
親
善
交
流
書
展
（
併
催
）

　

令
和
元
年
度

第
59
回
長
崎
県
文
芸
大
会

表
彰
式

小
説
の
部

会　　期 令和2年 11月 11日（水）～ 15日（日） 
 5日間
場　　所 長崎県美術館　県民ギャラリー（ABC室）                                   
主　　催 長崎県美術協会　長崎県美術協会書部
 （財団法人）釜山書芸BIENNALE
出品点数 県美協書部  103点  ／  韓国  62点
 計165点
観覧者数 計664名

書
部
代
表
作
家
展
は
県
展
審
査
会
員
よ

る
作
品
展
示
を
毎
年
長
崎
県
で
開
催
、
日
韓

交
流
書
展
は
一
年
お
き
に
長
崎
、
韓
国
（
釡

山
市
）
で
交
互
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
長
崎
で
書
部
代
表
作
家
展
と
日
韓
交
流

書
展
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
，Ｂ
室
に
は
県
美
術
協

会
名
誉
会
員
（
書
部
）、
書
部
役
員
代
表
者

と
韓
国
側
の
役
員
の
作
品
を
交
互
に
展
示
し
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
室
に
は
書
部
代
表
作
家
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。

韓
国
作
品
は
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
作
品
等
も

あ
り
日
本
と
は
違
う
雰
囲
気
の
作
品
を
鑑
賞

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
、
色
々
な
問
題
も
あ
り
、
韓
国
側
か
ら

の
作
品
の
郵
送
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
文
化

観
光
国
際
部
、
対
馬
・
釡
山
事
務
所
の
関

係
者
に
色
々
ご
協
力
を
頂
き
、
無
事
に
作
品

が
届
き
展
示
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
日
韓
交
流
書
展
開
催
で
は
、

開
場
式
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
役
員
、
出

品
者
等
が
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
為
、
会
場
式
及
び
祝
賀
会
は
中
止
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
残
念
な
が

ら
韓
国
側
か
ら
の
訪
日
も
出
来
な
く
な
り
、

韓
国
側
よ
り
会
場
に
来
て
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
為
（
社
）
釡
山
書
道

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
理
事
長 

金
錫
浩
（
キ
ム
ソ
ク

ホ
）
氏
よ
り
書
面
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、

長
崎
県
美
術
協
会
書
部
代
表
の
江
副
景
舟

先
生
の
挨
拶
文
と
一
緒
に
会
場
に
掲
示
致
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

受
付
で
の
対
応
な
ど
今
ま
で
と
は
違
い
戸
惑

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
観
覧
し
て

頂
い
た
方
も
い
つ
も
よ
り
少
な
い
状
況
で
し
た

が
、
一
日
に
1
0
0
名
以
上
の
方
に
観
覧
し

て
頂
き
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
の
日
韓
交
流
書
展
は
韓
国
（
釡
山

市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
は
世
の

中
が
落
ち
着
き
、
訪
韓
し
親
し
く
交
流
で
き

る
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
崎
県
は
じ
め

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

金錫浩（キムソクホ）理事長より韓国側の作品

日本側の作品 韓国側の作品

私
た
ち
長
崎
県
文
芸
協
会
は
、
文
芸
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、

地
域
文
化
の
発
展
と
振
興
に
微
力
な
が
ら
も
力
を
尽
く
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
手
段
と
し
て
、
毎
年
七
月
末
を
締
め

切
り
に
、
県
内
の
小
説
、
随
筆
、
現
代
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
の
各
結
社
よ
り
全
県
下
に
広
く
呼
び
か
け
て
頂
き
、
少
し

で
も
多
く
の
県
民
か
ら
作
品
を
募
集
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

ま
す
。
集
ま
っ
た
作
品
は
、
委
嘱
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
選

者
に
選
を
依
頼
し
て
各
賞
を
決
定
し
、
十
一
月
に
開
催
す
る
長

崎
県
文
芸
大
会
に
お
い
て
表
彰
式
を
取
り
行
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
記
録
の
全
て
を
『
長
崎
県
文
芸
』
と
い
う

年
刊
の
総
合
文
芸
誌
に
ま
と
め
、
応
募
者
の
み
な
ら
ず
、
広
告

を
出
し
て
下
さ
っ
た
事
業
主
の
方
、
賛
助
会
員
の
方
な
ど
、
関

係
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
今
年
の

大
会
は
「
誌
上
大
会
」
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

高
齢
の
会
員
の
多
い
当
協
会
に
お
い
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

支
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
概
を
も
つ
方
が
大
勢
お
ら
れ
る
こ
と
は
、

非
常
に
頼
も
し
い
こ
と
で
す
。
来
年
度
は
ア
ル
カ
ス

S
A
S
E
B
O
で
開
催
で
き
る
こ
と
、
若
い
応
募
者
が
増
え
る

こ
と
を
、
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

長
崎
県

文
芸
協
会

第
六
十
回
『
長
崎
県
文
芸
大
会
』

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
誌
上
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
席

　花
の
雨

第
二
席

　提
灯

佐
世
保

　高
月

　美
秋

長

　崎

　田
川
喜
美
子

随
筆
の
部

第
一
席

　心
鳴
庵
に
て

第
二
席

　手
箱

五

　島

　伊
東

　秀
詠

西

　海

　橘

　
　早
生

現
代
詩
の
部

第
一
席

　流
れ
る
か
た
ち

第
二
席

　あ
た
た
ま
ら
な
い
空

長

　崎

　浜
口

　幸
成

諫

　早

　松
尾

　静
子

短
歌
二
十
首
詠
の
部

最
優
秀
賞

　庭
の
四
季

咲
き
初
め
し
白
梅
に
長
く
と
ど
ま
れ
る
立
春
近
き
夕
べ
の
ひ
か
り

島

　原

　立
石
千
代
女

優
秀
賞

　こ
こ
ろ

花
ひ
ら
く
季
を
む
か
へ
る
桜
木
の
梢
見
上
げ
つ
つ
深
呼
吸
せ
り 

大

　村

　髙
瀬
佐
奈
恵

優
秀
賞

　リ
バ
イ
バ
ル

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
歌
は
リ
バ
イ
バ
ル
昔
の
恋
を
回
想
さ
せ
る

佐
世
保

　岩
佐

　和
子

短
歌
一
首
詠
の
部

最
優
秀
賞

大
仏
も
紅
葉
も
鹿
も
生
徒
ら
の
ピ
ー
ス
写
真
の
背
景
と
な
る

佐

　々

　岸
本

　洋
子

優
秀
賞

晴
れ
た
朝
削
り
た
て
な
る
角
材
の
香
り
を
積
み
て
ト
ラ
ッ
ク
が
行
く

長

　崎

　渡
辺
美
樹
子

優
秀
賞

実
柘
榴
に
詰
ま
る
幼
日
透
き
と
お
り
数
え
き
れ
な
い
過
去
を
覗
か
す

佐
世
保

　田
頭

　律
子

優
秀
賞

父
母
よ
見
て
い
ま
し
た
か
出
来
ま
し
た
喜
寿
の
真
夏
の
わ
が
逆
上
が
り

佐
世
保

　吉
住

　絋
雄

俳
句
二
十
句
吟
の
部

最
優
秀
賞

　墓
洗
ふ

く
れ
な
ゐ
の
濃
き
ゆ
ゑ
寂
し
落
椿
佐
世
保

　梶
山
カ
ズ
子

優
秀
賞

　一
本
道

　

巣
箱
め
く
五
月
の
蔵
の
明
り
窓

大

　村

　池
田

　佳
子

優
秀
賞

　み
ど
り
児

み
ど
り
児
の
大
き
な
欠
伸
山
笑
ふ
福

　岡

　黒
田

　
　定

俳
句
二
句
吟
の
部

最
優
秀
賞

　

万
緑
や
垂
れ
て
右
巻
き
象
の
鼻

大

　村

　松
本

　裕
子

優
秀
賞

今
日
売
ら
る
る
牛
の
髙
啼
き
木
の
芽
風
西

　海

　岩
永

　充
三

優
秀
賞

髪
洗
ふ
全
身
の
血
を
逆
し
ま
に

長

　与

　阿
部

　順
子

川
柳
二
十
句
吟
の
部

最
優
秀
賞

　コ
ロ
ナ
長
期
戦

　

流
言
飛
語
ス
ー
パ
ー
の
棚
空
に
す
る長

　与

　矢
坂

　花
澄

優
秀
賞

　百
四
歳
で
逝
っ
た
母

軍
人
の
雄
姿
に
惹
か
れ
妻
に
な
る
長

　崎

　松
本

　篤
世

川
柳
二
句
吟
の
部

最
優
秀
賞

励
ま
し
の
一
語
心
の
慈
雨
と
な
る
島

　原

　松
本
冨
士
子

優
秀
賞

　

寄
り
添
っ
て
言
葉
無
い
ま
ま
肩
を
抱
く諫

　早

　野
田

　春
美

優
秀
賞

膝
を
折
り
陛
下
水
禍
へ
寄
り
添
わ
れ諫

　早

　森
川

　
　康

優
秀
賞

　

励
ま
し
は
父
の
一
言
頑
張
れ
よ

佐

　々

　内
野

　晴
美

入
賞
者
及
び
そ
の
作
品
（
抜
粋
）

長崎県美術協会
理事（書部）　

山 口 廣 利（天水）

長崎県文芸協会
事務局長　

下 田 秀 枝

優
秀
賞

　拠
り
所

　

生
き
て
行
く
知
恵
を
万
物
か
ら
学
び
長

　崎

　森

　
　
　昇
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長
崎
に
お
け
る

民
謡
舞
踊

普
及
の
歴
史

令和2年度　活動報告

長崎県
オペラ協会

令
和
2
年
春
、
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
10
月
4
日
に
予
定

し
て
い
た
第
42
回
定
期
演
奏
会
で
の
新
作
オ

ペ
ラ
公
演
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
か

ら
招
く
予
定
で
あ
っ
た
オ
ペ
ラ
指
導
者
・
キ
ャ

ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
来
県
が
難
し
く
な
り
、

長
崎
に
お
い
て
も
稽
古
が
出
来
る
状
況
で
は

な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

普
通
な
ら
こ
の
時
点
で
、
予
約
し
て
い
た

ホ
ー
ル
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
オ
ペ
ラ
公
演
が
出
来

る
機
会
を
待
つ
の
で
し
ょ
う
が
、
オ
ペ
ラ
協
会

は
違
い
ま
し
た
。
客
席
利
用
制
限
に
よ
り
大

赤
字
に
な
る
、
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は

無
観
客
も
覚
悟
す
る…

等
の
こ
と
を
承
知
し
、

内
容
を
「
心
に
響
く
歌
〜
い
の
ち 

被
爆
75

周
年
の
祈
り
」
と
変
更
。
そ
し
て
「
積
み
重

ね
て
き
た
歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
開
催
に
向
け
て
動
き
出
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
こ
の

決
定
に
至
る
ま
で
の
話
し
合
い
が
一
番
大
変

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

稽
古
の
た
め
に
予
定
し
て
い
た
機
会
は
、

全
て
東
京
と
の
リ
モ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
い
や
失
敗
も

多
く
、
対
面
で
の
稽
古
に
比
べ
て
お
互
い
に

と
て
も
労
力
が
要
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
う

い
う
事
態
で
な
け
れ
ば
「
リ
モ
ー
ト
稽
古
」

は
経
験
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
活
動
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
生
か
し
て

い
け
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

直
前
ま
で
慌
た
だ
し
い
こ
と
ば
か
り
で
し

た
が
、
多
方
面
か
ら
の
ご
協
力
の
も
と
、
定

期
演
奏
会
は
無
事
に
終
演
し
ま
し
た
。
お
客

様
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
に
生
の
演
奏
や
歌
声

が
聴
け
て
感
動
し
ま
し
た
」「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
の
活
動
に
拍
手
を
送
り
ま
す
」「
感
染

対
策
が
十
分
に
取
ら
れ
て
い
た
の
で
安
心
で

し
た
」
等
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま

し
た
。
客
席
利
用
を
25
%
ほ
ど
に
留
め
、
チ

ケ
ッ
ト
代
も
低
め
に
設
定
し
た
た
め
案
の
定

大
変
な
赤
字
で
あ
り
ま
し
た
が
、
文
化
団
体

協
議
会
の
助
成
金
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
赤
字
幅
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い

が
始
ま
っ
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
東

京
の
方
で
は
感
染
対
策
を
施
し
な
が
ら
オ
ペ

ラ
公
演
が
開
催
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
が
、
地

方
・
長
崎
に
お
い
て
は
正
直
ま
だ
ま
だ
難
し

い
状
況
で
す
。
で
す
が
そ
こ
は
歩
み
を
止
め

な
い
オ
ペ
ラ
協
会
。
い
つ
の
日
か
来
る
そ
の
機

会
の
た
め
に
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
練
習
発

表
会
）、
声
楽
個
人
レ
ッ
ス
ン
等
で
力
を
蓄

え
よ
う
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
「
音
楽
の
力
」
の
大
き

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
よ
り
良
い
演
奏

が
出
来
る
団
体
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
達
「
長
崎
民
謡
舞
踊
連
盟
」
は
、
長
崎

県
下
で
民
謡
舞
踊
を
楽
し
む
約
百
五
十
の
民

踊
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
二
〇
二
〇
年
は
、
様
々
な
「
長
崎
市

被
爆
七
十
五
周
年
記
念
事
業
」
が
企
画
さ
れ
、

弊
連
盟
も
「
長
崎
平
和
盆
踊
り
大
会
」
を
計

画
し
記
念
事
業
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
九
日
、
市
営
陸
上
競
技
場
で
の
開
催

に
向
け
、
準
備
を
行
い
、
テ
レ
ビ・
新
聞
各
紙
・

そ
し
て
長
崎
市
の
広
報
誌
で
も
特
集
が
組
ま
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
長
崎
市
内
全
自
治
会
へ
も
ポ

ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
を
配
布
、
各
地
域
で
の
盆
踊

り
講
習
会
も
開

催
し
て
、
長
崎

県
内
の
連
盟
会

員
だ
け
で
な
く
、

踊
り
に
馴
染
の

な
い
一
般
の
方
々

も
お
誘
い
し
、

出
来
る
だ
け
多

く
の
方
々
と
共
に
、

原
爆
で
犠
牲
に

遭
わ
れ
た
方
々
の

慰
霊
と
平
和
推

進
の
祈
り
を
捧
げ
よ
う
と
、
当
初
三
千
人
の

参
加
を
目
標
に
広
報
を
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
崎
市
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
中

止
に…

。

「
長
崎
平
和
盆
踊
り
大
会
」
は
、
そ
の
第
一

回
が
昭
和
二
十
二
年
八
月
九
日
、
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
か
ら
二
年
後
に
、
慰
霊
と
平
和
祈
念

の
為
、
あ
る
青
年
の
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
向
け
て
「
長
崎
盆
踊
り
」
と

い
う
曲
も
作
ら
れ
、
作
曲
は
、
あ
の
古
関
裕

而
さ
ん
が
担
当
さ

れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
「
第

一
回
長
崎
平
和
盆

踊
り
大
会
」
は
約

三
万
人
も
の
市
民

が
参
加
し
て
大
盛

況
に
開
催
さ
れ
た

と
記
録
に
残
って
い
ま
す
。

こ
の
想
い
を
継
い
で
、
毎
年
原
爆
慰
霊
を
目

的
と
し
た
盆
踊
り
大
会
が
続
き
、
昭
和
二
十

六
年
頃
か
ら
は
、
弊
連
盟
の
石
橋
理
事
長
も

大
会
に
関
わ
り
、「
長
崎
盆
踊
り
」
を
普
及
す

る
為
に
、
レ
コ
ー
ド
の
増
版
（
再
録
音
）
に
尽

力
し
、
各
地
で
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
婦
人
会
・
企
業
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
、
踊
り
の
愛
好
家
が
長
崎

県
下
に
増
加
し
、
昭
和
二
十
七
年
、
長
崎
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
で
「
第
一
回
長

崎
市
民
謡
民
芸
大
会
」
が
始
ま
る
と
、
民
踊

指
導
者
の
需
要
が
急
速
に
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
指
導
者
養
成
の
為
の
「
長
崎
民
俗

舞
踊
研
究
会
」
が
発
足
、
各
指
導
者
の
も
と

に
数
多
く
の
民
踊
愛
好
団
体
が
生
ま
れ
、
や

が
て
、
長
崎
市
白
鳥
町
に
建
設
さ
れ
た
「
長

崎
民
踊
会
館
」
を
拠
点
と
し
て
「
一
般
社
団

法
人
長
崎
民
謡
舞
踊
連
盟
」
が
組
織
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

弊
連
盟
に
加
盟
す
る
各
民
踊
団
体
は
、
日

頃
の
例
会
で
稽
古
を
重
ね
、
各
地
域
に
お
け
る

文
化
祭
等
の
舞
台
発
表
や
、盆
踊
り・秋
祭
り
・

敬
老
会
等
の
行
事
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等
へ

の
慰
問
活
動
な
ど
、
踊
り
を
通
じ
て
地
域
の

皆
様
と
交
流
し
、
文
化
的
側
面
で
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
は
、
健

康
促
進
・
介
護

予
防
の
観
点
か

ら
も
ダ
ン
ス
・
舞

踊
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
振
り

を
覚
え
、
手
先

を
意
識
し
、
全

身
を
使
っ
て
楽
し

く
踊
る
こ
と
は
、

体
力
づ
く
り
と
ス

ト
レ
ス
解
消
に
と

ど
ま
ら
ず
、
認

知
症
予
防
効
果
の
研
究
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
来
へ
わ
た
っ
て
日
本
の
伝
統
文
化

を
守
る
為
に
、
子
供
達
へ
の
伝
承
と
い
う
重
要

な
使
命
を
担
っ
て
い
る
こ
と
と
自
覚
し
、
今
後

も
様
々
な
地
域
活
動
に
協
力
し
な
が
ら
、
文
化

振
興
と
し
て
の
民
謡
舞
踊
の
保
存
・
普
及
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般社団法人　長崎民謡舞踊連盟
理事　石 橋 大 作

長崎県オペラ協会
事務局長　篠 　 暁 子
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「
子
ど
も
の
声
を
ひ
ろ
う
」

　フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

肥
前
島
原
子
ど
も
狂
言

　
　

〜
地
域
文
化
継
承
の
た
め
の

　
　
　
　育
成
を
地
域
力
で
支
え
る

絵
本
を
あ
そ
ぼ
う

〜
絵
本
は
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

活動
報告

コ
ロ
ナ
禍
や
日
常
の
中
で
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
、
問
題
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を

自
分
の
中
に
押
さ
え
こ
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

声
を
聞
き
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
を
増
や
す
た
め
に
、
県
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
振
興
基
金
支
援
事
業
『「
子
ど
も
の
声
を
ひ
ろ
う
」
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成

講
座
』
を
県
内
3
ヶ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
に『
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ・あ
そ
び
の
中
に
権
利
あ
り
！
』
を
表
現
活
動
ク
リ
エ
ー

タ
ー
の
北
島
尚
志
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
大
人
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、権
利
に
つ
い
て
考
え
、意
識
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

2
月
に
『
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
・
権
利
を
知
る
と
子
育
て
は
お
も
し
ろ
い
！
』
を
当
会

理
事
が
、
子
育
て
中
の
親
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。『
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
』
に

焦
点
を
あ
て
、
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
の
嬉
し
さ
や
、
興
味
を
持
っ
て
聞
く

こ
と
の
大
切
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3
月
に
は
、
自
粛
の
影
響
で
1
月
か
ら
延
期
に
な
っ
た
『
劇
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
N
P
O
法
人
あ
そ
び
環
境M

useum

ア
フ
タ
フ
・
バ
ー

バ
ン
か
ら
講
師
を
迎
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
劇
を
つ
く
る
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
。
子
ど
も
の
活
動
を
支
え
る
人
た
ち
が
、子
ど
も
た
ち
の
話
し
合
い
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
ま
し
た
。
子
ど
も
自
身
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
大
人
が
『
子
ど
も
の
権
利
』
を
知
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
課
題

を
解
決
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
機
会
を
つ
く
って
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
乳
幼
児
の
子
守
り
を
さ
せ
る
、
子
ど
も
と
の
遊
び
方
が

分
か
ら
な
い
な
ど
の
社
会
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
親
子
の
愛
着
形
成
に
大
事
な
乳

幼
児
期
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
遊
び
を
通
し
て
親
子
の
楽
し
い
体
験
の
機
会
を
つ

く
り
た
い
と
、
プ
レ
イ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
役
者
で
も
あ
る
中
市
真
帆
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
絵
本
を
あ
そ
ぼ
う
〜
絵
本
は
親
子
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

乳
幼
児
親
子
を
対
象
に
し
た
「
と
び
だ
せ
！
絵
本
」
は
、
子
ど
も
ゆ
め
基
金
の
助

成
を
受
け
て
県
内
4
か
所
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

と
い
う
手
法
で
、
折
り
紙
を
使
っ
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
身
体
を
動
か
し
た
り
、
絵

本
の
世
界
に
あ
そ
び
を
足
し
て
い
く
こ
と
で
、
ま
さ
に
講
師
と
一
緒
に
”絵
本
を
あ
そ

ぶ
“子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
絵
本
の
楽
し
み
方
の
再
発
見
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
親

自
身
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
絵
本
を
楽
し
み
、
心
地
よ
さ
を
体
感
し
、
も
っ

と
子
ど
も
と
絵
本
を
楽
し
も
う
！
と
思
え
る
時
間
で
し
た
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
活
動
や
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人
対
象
の
講
座
「
読
み
聞
か
せ
´

（
ダ
ッ
シ
ュ
）」
で
は
、「
子
ど
も
は
声
の
ト
ー
ン
で
読
み
手
の
感
情
を
察
知
す
る
」
と
い

う
話
に
、
ま
ず
は
子
ど
も
と
絵
本
を
楽
し
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
一
番
、
そ
の
上
で
、

絵
本
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
疑
似
体
験
や
新
た
な
気
づ
き
・
発
見
、
知
ら
な
い
こ

と
を
知
る
喜
び
を
、
子
ど
も
と
一
緒
に
共
感
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
絵
本
の
楽
し
さ
と
奥
深
さ
を
再
確
認
し
、「
心
の
や
り
と
り
」
を
感
じ
ら
れ
る

読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

県では、県内各地において地道な文化活動を続け、地域文化の向上と
発展に貢献している個人及び団体に対し長崎県地域文化章を贈り、その
活動と業績を顕彰しています。
第35回は、肥前島原子ども狂言（島原市）、上村紀元氏（諫早市）、
NPO法人波佐見講堂ファンクラブ（波佐見町）の 2団体、1 個人が受章
しました。

これまでは市町等の推薦のみでしたが、第 36回からは、地域資源の更なる掘り起こしを進めていくため、
自薦も含め広く候補者を募集されることとなりました。推薦は、例年 11月頃です。

「
文
武
両
道
こ
そ
藩
の
基
盤
で
あ
る
」。
初
代

松
平
島
原
藩
主
・
忠
房
の
言
と
い
い
ま
す
。
歴

代
藩
主
は
自
ら
能
を
舞
う
ほ
ど
能
・
狂
言
を
愛

し
大
事
に
し
、
広
く
領
民
を
招
い
て
共
に
慶
事
を

喜
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
肥
前
島
原
松
平

文
庫
」
に
伝
わ
る
謡
本
な
ど
能
・
狂
言
に
関
す

る
書
籍
か
ら
も
、
学
問
・
文
化
の
育
成
と
し
て

能
楽
の
振
興
も
行
わ
れ
、
島
原
で
は
藩
主
や
家

臣
だ
け
で
は
な
く
、
庶
民
も
能
楽
を
楽
し
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
城
下
町
・

島
原
に
お
け
る
能
楽
の
歴
史
と
文
化
を
守
り
育

て
継
承
し
て
い
こ
う
と
、
1
9
8
3
年
（
昭
和

58
年
）
に
「
島
原
城
薪
能
」
が
復
活
。
島
原
城

天
守
閣
を
背
景
に
島
原
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
20
年
程
前
、

島
原
城
薪
能
も
運
営
を
支
え
る
地
元
の
能
楽
愛

好
家
の
高
齢
化
な
ど
の
問
題
か
ら
深
刻
な
存
続

の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
あ
ら
た
め
て
島
原
の
次
世
代

の
子
ど
も
達
に
、
城
下
町
・
島
原
に
息
づ
く
長
い

能
楽
の
歴
史
の
風
情
溢
れ
る
文
化
の
素
晴
し
さ

を
継
承
し
て
い
こ
う
と
、
平
成
16
年
に
島
原
の
地

域
文
化
育
成
型
事
業
と
し
て
島
原
子
ど
も
狂
言

の
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
4
月
に
島

原
市
内
の
小
中
学
生
を
中
心
に
募
集
し
、
5
月

の
開
講
か
ら
講
師
の
和
泉
流
狂
言
方
・
野
村
万

禄
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
お
稽
古
を
か
さ
ね
、
10

月
の
島
原
城
薪
能
の
舞
台
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

3
歳
か
ら
高
校
2
年
生
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層

で
、
新
規
参
加
者
と
年
々
成
長
し
た
継
続
参
加

者
が
島
原
城
薪
能
の
舞
台
発
表
を
目
標
に
支
え

あ
い
な
が
ら
お
稽
古
を
重
ね
、
舞
台
発
表
の
達

成
感
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
郷

土
文
化
の
体
験
で
あ
り
、
継
続
的
に
文
化
継
承

し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

運
営
も
肥
前
島
原
子
ど
も
狂
言
協
力
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
島
原
市
教
育
委

員
会
、
島
原
城
薪
能
振
興
会
と
連
携
し
協
力
体

制
で
行
な
って
い
ま
す
。ま
た
地
元
の
新
聞
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
も
17
年
間
、
こ
の
活
動
と
子
ど
も
達

の
成
長
を
記
録
し
発
信
し
て
く
だ
さ
って
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
様
々
な
立
場
か
ら
地
域
文
化

伝
承
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
繋
ぎ
あ
っ

て
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
継
続
で
き

た
活
動
で
す
。
平
成
18
年
か
ら
は
昔
か
ら
庶
民
に

よ
り
島
原
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
狂
言
を
原
案
に
、

豊
饒
の
海
「
有
明
海
」
を
舞
台
に
し
た
島
原
狂

言「
釣
ろ
う
よ
」を
創
作
し
発
表
。
毎
年
秋
の「
島

原
城
薪
能
」、
火
山
都
市
国
際
会
議
や
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
国
際
会
議
で
海
外
の
方
に

ご
披
露
す
る
舞
台
な
ど
島
原
の
特
色
あ
る
素
晴

ら
し
い
舞
台
発
表
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
島
原
城
築
城
4
0
0
年
を
迎
え

る
城
下
町
・
島
原
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
能
楽
の
歴

史
の
風
情
溢
れ
る
文
化
の
素
晴
し
さ
を
、
次
世

代
の
子
ど
も
達
と
共
に
継
承
す
る
島
原
な
ら
で
は

の
活
動
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
島
原
城
薪
能
」
や
県
文
化
財
「
肥
前

島
原
松
平
文
庫
」
な
ど
と
合
わ
せ
歴
史
的
な
意
義

を
深
め
な
が
ら
、
城
下
町
・
島
原
の
歴
史
と
文
化

を
日
本
の
伝
統
文
化
「
狂
言
」
の
舞
台
発
表
で
国

内
外
に
積
極
的
に
伝
え
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
島
原
の
歴
史
や
伝
承
文
化
を
、
誇
り
を

も
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
達
が
育
ち
、

島
原
の
未
来
や
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
、

伝
統
を
礎
に
創
造
力
を
も
っ
て
生
み
出
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
春
に
は
長
崎
県
地

域
文
化
章
受
章
記
念
〜
第
38
回
「
島
原
城
薪
能
」

春
の
狂
言
会
を
お
祝
い
の
公
演
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
桜
舞
う
島
原
城
の
光
景
と
共
に
、
鑑
賞
し
て

く
だ
さ
る
皆
様
に
未
来
へ
向
け
て
希
望
溢
れ
る
舞

台
を
発
表
し
た
い
と
子
ど
も
達
も
お
稽
古
に
励
み
、

関
係
者
も
一
丸
と
な
っ
て
準
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
秋
に
は
第
39
回
「
島
原
城
薪
能
」
も
開
催

し
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
城
下
町
・
島
原
の
伝
統
あ
る

文
化
を
味
わ
い
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

NPO法人

長崎県子ども劇場連絡会

ワークショップ・あそびの中に権利あり！

ワークショップ・
権利を知ると子育てはおもしろい！

とびだせ！絵本

読み聞かせ́ （ダッシュ）

　　長崎県
地域文化章
第35回

島
原
文
化
連
盟

肥
前
島
原
子
ど
も
狂
言
協
力
会

　
　 

北
田
貴
子
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本展覧会は令和3年度に長崎市を
中心に開催する長崎開港450周年記
念事業の一環として行う特別展です。
本展では近世期に海外との窓口として
重要な役割を果たした長崎での文化交
流、その舞台となった都市長崎に注目
します。特に長崎にとって大きな転換
点となった元亀2年（1571）の開港か
ら安政の開港までを中心に、交流の諸
相や長崎港・町の変化を考古資料、
古文書、美術工芸資料などから見て
いくことによって、「ふたつ」の開港が
もたらしたものを再考していきます。

2021年

4/24  土  ～ 6/6  日

[ 時 間 ]  8 :30 ～ 17:00
[ 会 場 ]  3階企画展示室

世界的な建築家・隈研吾がデザインした美術館。
主な収蔵作品は長崎ゆかりの美術とスペイン
美術。ピカソ、ダリなどスペイン美術の作品数
は東洋有数の規模を誇ります。

休 館 日｜第２・４月曜日
開館時間｜10：00 ～ 20：00（4月1日より）
※開館時間は変更になる場合があります。

この他、『「五島百景」完成記念　山本二三展 the BEST』など多彩な
展覧会を開催します。詳しくは長崎県美術館ウェブサイトをご確認ください。

アルカスSASEBOジュニアオーケストラは、2012年4月
に「佐世保市児童管弦楽団（1988年発足）」を前身に、
アルカスSASEBOを拠点にするジュニアオーケストラとして
誕生しました。現在、佐世保市を中心に小学3年生～高校
生81名が在籍。普段の練習では、県内外の演奏家が指導
に当たり、ミュージックアドヴァイザーに新日本フィルハーモ
ニー交響楽団桂冠名誉コンサートマスターの豊嶋泰嗣先生、
指揮指導者には元新日本フィルハーモニー交響楽団コン
サートマスターの清水醍輝先生をお招きし、演奏活動をして
います。年1回の定期演奏会のみならず、様々な
依頼演奏やアウトリーチコンサートで普段の練習の
成果を披露しながら、たくさんの人 に々音楽を楽し
んでいただいています。
2016年からは他のジュニアオーケストラとの交
流も行い、仲間と切磋琢磨しながら活動の幅を広
げています。2017年、2018年には大分県の
「iichikoグランシアタ・ジュニアオーケストラ」と

長崎開港450周年記念展
～ふたつの開港～

長崎歴史文化博物館

ジュニアオーケストラ 5/17 休館

長崎県美術館　2021年度企画展のご案内

川原慶賀筆《長崎港図》文政9年（1826）

長崎県長崎市立山1‒1‒1
TEL：095‒818 ‒8366　
http://www.nmhc.jp/

長崎県からのお知らせ

の相互交流を行い、2018年おおいた国民文化祭「オーケス
トラと合唱の祭典」に出演しました。
2020年は新型コロナウイルス感染症拡大により、第8回
定期演奏会の中止や3ヶ月もの活動休止期間があり、団員
一同これまで当たり前のように練習や演奏会ができること、音
楽を楽しむことができていたことが、どれほど幸せであったか
を痛感しました。この経験を活かし、今後もより多くの方々に
音楽を届けられるよう活動してまりますので、応援よろしくお
願いします！ 

長崎県文化団体協議会事務局をしている長崎県文化振
興課地域文化推進班の主な事業についてご紹介します。
平成３０年度から、文化芸術による離島地域の賑わい創
出や、若者の新たな発想に基づく文化芸術を核とした地域
づくりの推進、人材育成を目的に、離島地域で「長崎しま
の国際芸術祭」、本土地域で「若者アート創造プロジェクト」
を実施しております。来年度からは、若者が運営に参画し、
地域への愛着を深めることを目指す新たな仕組みを構築し、
開催地域を広げていくこととしております。
「描いてみんね！長崎」事業では、マンガ家や小説家など
を招聘し、本県を舞台とする作品を多く生み出すことにより、
本県の地域資源を幅広い世代の読者層に伝えるとともに、
作品舞台を巡る「聖地巡礼」などによる交流人口の拡大
を目指しております。
今年度は、コロナウイルス感染症の影響により、多くの
文化活動が制約される状況となりました。長年続いてきた
「長崎県美術展覧会」、「長崎県新人演奏会」が残念ながら
中止となりましたが、来年度は「新しい生活様式」に対応
した安全対策をとって開催できるよう準備を進めております。

また、活動・発表の場が減少している子どもたちに発
表の場を提供するため、「ながさきオンライン文化祭」を
音楽・アート・ダンスの 3 部門で開催したところ、690 件、
2，500 名を超える参加がありました。オンライン文化祭は
本年度限りの取組ではありますが、離島を多く抱える本県
にとって、オンラインの手法は、今後の事業展開にも有効
ではないかと考えております。
今後とも、皆様方のご協力とご支援を賜りますようお願

いいたします。

写真 ©DAICI ANO

長崎開港450周年記念
長崎港をめぐる物語

《午後の最初の一頭》2016年
©ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2021

©David Bonet

山下清《長崎風景》1963年　十八親和銀行蔵
©山下清作品管理事務所

特別展 りぼん
250万りぼんっ子♥大増刊号
4月16日（金）̶ 5月27日（木）

6月10日（木）̶ 7月25日（日）

4月7日（水）̶ 6月13日（日）
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令
和
2
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
、
延
期
と
な

り
、
加
盟
団
体
の
皆
様
も
大
変
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
文
化
芸
術
が
人
の
心
や
生

活
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
実
感
す
る
機
会

と
も
な
り
ま
し
た
。
長
崎
県
で
は
、
被
爆
80
年
に
あ
た

る
令
和
7
年
度
に
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
を
誘
致
す
る
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
文
化
芸

術
に
関
わ
る
皆
様
に
と
っ
て
、
本
県
の
文
化
力
を
全
国

に
発
信
で
き
る
大
き
な
目
標
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
将
来
に
向
け
て
文
団
協
の
活
動
を
再
び
活

性
化
さ
せ
て
い
く
、
機
関
紙
「
文
協
」
の
復
刊
や
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
も
そ
の
取
組
の
一
環
と
考
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

希
望

ギ
リ
シ
ア
神
話
で
人
間
に
最
も
関
係
の
あ
る
神
は
、
テ
ィ

タ
ン
神
族
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
の
兄
弟
神
で

あ
る
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
は「
先
に
考
え
る
も
の
」あ
る
い
は「
先

見
の
明
を
も
つ
も
の
」
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、

エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
と
は
「
後
で
考
え
る
も
の
」
あ
る
い
は
「
愚

鈍
の
も
の
」
の
意
で
あ
る
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
主
神
ゼ
ウ
ス
の
意
向
に
反
し
て
、
人
間

に
火
を
与
え
た
。
こ
の
火
こ
そ
、
人
間
に
技
術
と
文
明
と

文
化
活
動
を
可
能
に
さ
せ
た
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
人
間
に
火
を
与
え
る
代
わ
り
に
、
前
を
見

通
す
力
、
す
な
わ
ち
先
見
の
明
を
奪
っ
た
。
先
が
見
え
て

人
間
が
絶
望
し
な
い
た
め
に
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
が
人
間
に
火
を
与
え
た
こ
と
に
怒
っ
た

ゼ
ウ
ス
は
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
を
捉
え
、
コ
ー
カ
サ
ス
の
山
頂
に

鎖
で
つ
な
ぎ
、
鷲
を
け
し
か
け
て
そ
の
肝
を
つ
い
ば
ま
せ
た
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
不
死
の
神
だ
か
ら
、
一
夜
の
う
ち
に
、
胆

は
新
し
く
生
え
、
永
劫
に
そ
れ
を
つ
い
ば
む
鷲
の
与
え
る
苦

痛
を
耐
え
し
の
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

火
を
手
に
し
て
栄
え
る
人
間
を
許
し
が
た
く
思
っ
た
ゼ
ウ

ス
は
、
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
に
命
じ
て
、
美
し
い
人
類
最
初
の
女

パ
ン
ド
ラ（「
す
べ
て
の
贈
り
物
」を
意
味
す
る
）を
作
ら
せ
た
。

そ
し
て
こ
の
パ
ン
ド
ラ
を
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
愚
か
な
兄
弟

エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
に
与
え
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
、
前
も
っ
て
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
に
、
ゼ
ウ
ス

か
ら
の
贈
り
物
は
決
し
て
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
忠
告

し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
、

こ
の
美
し
い
女
を
花
嫁
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

神
々
は
嫁
ぐ
パ
ン
ド
ラ
に
小
箱
を
も
た
せ
た
。
こ
の
小
箱

に
は
人
間
に
災
い
す
る
す
べ
て
の
悪
が
入
れ
ら
れ
て
い
て
、

封
じ
ら
れ
て
い
た
。

も
ち
ま
え
の
好
奇
心
か
ら
、
パ
ン
ド
ラ
は
そ
の
小
箱
の
封

を
開
け
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
病
、
闘
争
、
苦
悩
、
嫉

妬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
厄
が
飛
び
出
し
て
人
間
に
襲
い
か

か
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
ン
ド
ラ
は
あ
わ
て
て
小
箱
の
ふ
た
を
閉

じ
た
。
箱
の
底
に
唯
一
残
っ
た
の
は
、「
希
望
」
だ
っ
た
。

い
ま
私
た
ち
は
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
か
ら
飛
び
出
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
疫
病
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大

流
行
）
の
さ
な
か
に
あ
る
。
一
昨
年
の
暮
れ
ま
で
、
誰
一
人

こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

人
間
は
先
見
の
明
を
も
た
な
い
か
ら
。

し
か
し
、
な
す
す
べ
は
な
い
と
絶
望
す
る
前
に
、
私
た
ち

に
は
希
望
だ
け
は
残
っ
て
い
る
と
信
じ
よ
う
。
文
化
活
動
の

隆
盛
が
必
ず
帰
っ
て
く
る
。

とぎつカナリーホール
令和3年6月13日 日　 開演 14時00分 予定

長崎県新人演奏会第48回

長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
副
会
長

佐
世
保
文
化
協
会
会
長

小
西
宗
十

西
川
　
真
衣
（
ピ
アノ
）

中
村
　
卓
士
（
ピ
アノ
）

小
市
　
和
音
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

谷
川
　
　
聖
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

杉
野
　
萌
衣
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）

西
村
　
元
気
（
フ
ル
ー
ト
）

石
尾
き
ら
ら
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

本
多
　
史
佳
（
フ
ル
ー
ト
）

宮
﨑
　
琴
望
（
オ
ー
ボ
エ
）

尾
下
　
香
織
（
マ
リ
ン
バ
）

村
田
　
静
菜
（
チ
ェ
ロ
）

馬
場
　
萌
枝
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

※

オ
ー
ディ
シ
ョ
ン
開
催
部
門
順
に
掲
載
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